＜議題：ホームページトップページ＞

（トップページ写真について）

【府政情報室長】

　下の写真を小さく、ミュージアムのロゴを大きく。全体をキラキラした感じに。

【情報公開課長】

　同じような写真なので、違う感じの写真を使っては。

【広報課総括補佐】

　写真に書かれている文字が多い。

（私のまち　隣のまち）

【広報課課長補佐】

（企画室、市町村課が作成中のページを説明）

【広報課長】

　市町村ハンドブックと同じ。
　中身もそうだがタイトルが違っているところなど、あわせるように確認しておくように。

（知事の主張）

【府政情報室長】

　形を統一するように。

【広報課総括補佐】

　行間が違うのはなぜか。知事のメッセージのほうが目立つようにすべき。事務的になら
　ないように、会見録などを見て、知事の言葉にするように。

【府政情報室長】

　この程度なら、タイトルは「大阪府の主張」でよいのではないか。知事のメッセージは
　最初だけで、事務的な内容が多い。最初に「知事のメッセージ」として、囲みを作り、
　文字を大きくするように。「障がい者雇用ナンバー１」のページに中身の説明がないので、
　会見資料等を参考に作成するように。

（トップページ）

【広報課長】

　トップページにホットな情報を掲載するようにと知事から指示があった。知事の動向、
　記者会見にアンテナをはり、大画像と大阪府の主張を常にホットな情報に更新していく。
　大画像はイルミ期間中はイルミ。その後は、ホットな情報に更新していく。府民文化部長は、主たるネタ出しを行うのは企画室という意向あり。ネタは企画室と府政情報室が調整を行うようにする。フレッシュな情報を更新できるように、「大阪府の主張」を「知事の主張」に変えようという話がある。企画室と調整する予定。

